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研究成果の概要（和文）： 
シュメール語の動詞は複雑な動詞接頭辞構造をもつことで知られている。本研究では、紀
元前三千年紀半ばから紀元前二千年頃までのシュメール語資料、およびそれ以降に編集さ
れたシュメール語文学作品を対象とし、シュメール語の動詞接頭辞間および接頭辞と動詞
の関係について調査を行った。その結果、資料の時期、地域、種類によって、とりうる接
頭辞の組み合わせや動詞に傾向が見られることがわかった。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The Sumerian verb has a complicated prefix structure. I did research on Sumerian 
prefix chains in the Sumerian texts from the first half of the third millennium BC till 
the second millennium BC. The texts surveyed are royal inscriptions, economic texts, 
legal documents in the third millennium BC and literary texts in the second 
millennium BC. The results revealed that the combinations between prefixes or prefix 
and verbs tend to differ according to periods, areas or categories. 
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１．研究開始当初の背景 
シュメール語には、十以上の動詞接辞のス

ロットがあることが知られているが、その形

式や意味機能は不明確なものが多い。研究上



のおおきな問題は、シュメール語文献の種類

が、時期によって異なる点にある。前三千年

紀の資料は、行政経済文書、裁判記録、王碑

文などであるのにたいし、シュメール語が死

語化したのちの前二千年紀の資料は、そのほ

とんどが神話や讃歌、叙事詩といった文学作

品であり、両者のスタイルはおおきくことな

っている。シュメール語の動詞接辞は、種類

が多く、その形式、意味機能はいまだ不明確

なものが多い。これは、資料時期がながく地

域も広範にわたりその数が膨大であること

による。 

 

 
２．研究の目的 

本研究では、シュメール語が実際に話され

ていた紀元前三千年紀後半の資料（シュメー

ル初期王朝時代～ウル第三王朝時代）と、そ

の後の紀元前二千年紀初頭（古バビロニア時

代）に編集された文学作品を研究対象とし、

両者の動詞接頭辞のあらわれかたについて

比較を行った。後者の資料は、シュメール語

が死語化した後の資料であるが、神話や讃歌、

叙事詩などを中心とする資料群であり、資料

の性質上、様々な動詞形式があらわれる。紀

元前三千年紀後半の資料は、碑文や行政経済

文書、法律文書がほとんどであり、動詞形式

のバリエーションが限られている。このため、

紀元前二千年紀以降の資料分析をあわせて

行うことが不可欠である。文法テクストや語

彙テクストもこの時期以降の成立であるた

め、当時のアッカド語話者によるシュメール

語文法の理解には文学作品の資料が必要で

ある。 

本研究は、本研究以前に収集してきた動詞

形式データの整理分析とともにあらたに包

括的な調査を行い、シュメール語の文法でい

まだ不明確な点の多い動詞接頭辞の記述を

目的とした。 

 

 
３．研究の方法 

すでに公刊された資料にかんし、シュメール

語動詞接頭辞の調査を行った。上述したよう

に、紀元前三千年紀後半の資料（シュメール

初期王朝期～ウル第三王朝期）と、紀元前二

千年紀初頭（古バビロニア時代）の資料を区

別し、さらに細かい時期および地域、ジャン

ルごとに分類し、記述を行った。 

さらに、未公刊資料についてもあらたに調

査を行い、データを集積するため、海外の博

物館所蔵の粘土板資料調査を行った。 

 

 
４．研究成果 

これまであまり時期やジャンルで区別す

ることなく記述されてきたシュメール語動

詞接頭辞について、時期別、ジャンル別に分

析することによって、動詞語基がとりうる動

詞接頭辞、その組み合わせの相関関係があき

らかになってきた。また、紀元前三千年紀に

ついては、資料が作成された都市ごとに動詞

接辞の使用にも顕著な差異がみられること

もわかってきた。これは、今後のシュメール

語の動詞組織研究に重要な意義をもつもの

である。  

未公刊資料の調査については、研究期間の

始めにイランでの資料の調査が許可された

ことにより、当初計画より、新資料の調査に

重点をおく計画に変更した。ただ、イランの

政治情勢から、調査開始年度が遅れたが、現

在までにデータの整理および接辞のリスト

作製をおおよそ完了することができた。 

紀元前三千年紀資料と紀元前二千年紀資

料では、資料の種類の違いを考慮に入れても、

あきらかに共起する接辞の数や用法は異な



る。成果発表を予定していた学会発表が震災

により見送られたため、現在、新たな調査デ

ータをさらに加え、より包括的な記述にかん

する発表準備を進めている。 

これまでの成果発表としては、シュメール

語動詞および動詞接頭辞の形態論について、

シュメール研究会、およびオリエント学会で

口頭発表を行ったほか、英語論文 2 件の発表

を行った。また、イラン国立博物館の所蔵資

料の調査について、口頭及び論文での発表を

行ったほか、イランを中心にしたメソポタミ

アとインダスの交流についての共著論文を

ハーバード大学から出版した。 
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